
 

 

 

 

 

 

昨年からの新型コロナウイルス感染症の猛威はまだまだ続いており、昨年度みん

なで工夫した鳥盲型「新しい学校生活様式」をもとに、今年度も引き続き感染防止

対策を徹底した上で、確かな学びを続けていくことが求められています。 

昨年度は、「伝える」というキーワードで着実な歩みを進めてきました。３月半ば

の点字ブロックの日にあわせて鳥取駅で行った啓発活動では、録音で思いを伝えた

児童生徒、テレビのインタビューで堂々と願いを伝えた生徒等、自分と学校の思い

を伝え、自立と社会参加につながる大きな一歩を踏み出しました。 

さて、令和３年度は創立１１１周年。高等部普通科に２名の新入生を迎え、小学

部１名、中学部２名、高等部普通科３名、高等部保健理療科１名、専攻科理療科３

名 計１０名の児童生徒でスタートします。 

今年度も、学校教育目標「一人一人の自立と社会参加をめざす教育」に向けて、

「つながる」をキーワードに、本校教育のさらなる充実に取り組んでいきます。児

童生徒数１０名の小さな学校ですが、少人数だからこそのよさを生かし、一人一人

の思いを大切に、成長につなげていきたいと考えています。 

「つながる」のは、友だち、家族、教職員、自分を支えてくださっているたくさ

んの人たちと。そして、さらに広げて、家庭の周りの方、学校の周りの地域の方、

登下校でお世話になる方へも理解啓発や生活しやすさにつながる取り組みを、県内

唯一の盲学校として、児童生徒が企画し発信していこうと考えています。 

また、今年度から本校はコミュティ・スクールとしての取り組みも始まります。

人や地域とつながる日々の暮らしの中で、改めて「どうつながるか」「つながってど

んな一歩を踏み出すか」についてじっくり考える年にしたいと願っています。 

今年度も充実した一年となるよう、７５名の教職員一同、児童生徒とともに歩ん

でいきたいと思います。皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 
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今年度のキーワードは 「つながる」 



 

 

 

        

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                  

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

学部・科 クラス 担 任 級 外 

小中学部 小２ 片山・新 麻植・南部・田村 

北村 中２ 中澤よ・浅野 

そよかぜ 依藤・安田（坂口） 

普通科 

 

高１ 片上・中澤え 大森・中田・難波 

倉光・棚田 はばたき 藤田・小畑 

保理専攻科 

 

 

 

保理３ 山﨑・前田（熊中） 大森・竹本・黒田 

大場 専１ 八峠・舛田 

専２ 鈴木・長門（小野田） 

専３ 矢部・中嶋 

令和３年度着任教職員 

学級担任 

岸田 裕子教頭 

橋本 一陽事務次長 片上 義弘（普通科） 

鈴木 義利（専攻科） 

矢部 隆之（専攻科） 小野田眞莉恵（実習助手） 

山本貴美子（学校栄養職員） 

坂口美香（小中学部） 

田邊英敏（寄宿舎） 松本美奈（寄宿舎） 


